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９月補正予算の概要 

 予算規模 一般会計    ８４，７３６千円 

      特別会計    ６６，５６５千円 

内 新型コロナウイルス感染症に伴う経費 

                ２１，６４９千円 

    主な事業（別添参考資料を参照） 

事   業   名 事業費（千円） 

１ 川渕地域防災コミュニティセンター空調更新工事 ９，２１８ 

２ 感染拡大防止対策事業 １４，０００ 

３ オンライン対応保健相談室整備事業 ３，６１１ 

４ 文化芸術活動継続支援事業 １，４９８ 
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                予算額   ９，２１８千円 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 

 

市民協働部 市民協働課 

内線１７０、１７２ 

（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）0567-55-7113 
川渕地域防災コミュニティセンターの空調更新工事を行い

ます 

 老朽化した空調機器を更新し、利用者に快適な環境を提供します。 

（事業概要） 

 ○ 川渕地域防災コミュニティセンター空調更新工事                

   施設の室内機、室外機の取替などを行います。 
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予算額  １４，０００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康子ども部 子育て支援課 

内線１２２ 

（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）0567-55-7118 児童福祉施設等感染拡大防止対策事業補助金を支給します 

 事業継続が求められている児童福祉施設等の感染症対策の取組を支援し、継続的な事業実施に向けた環

境整備を図ることを目的に、補助金を支給します。 

 

（事業概要） 

○ 児童福祉施設等感染拡大防止対策事業補助金                

 ＜対象＞ 

  市内の保育所、認定こども園、児童クラブ事業所、地域子

育て支援事業所、ファミリーサポートセンター 

（市直営分を除く２８事業者） 

＜補助額＞ 

  １事業所につき５０万円 
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                予算額   ３，６１１千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康子ども部 健康推進課 

（佐屋保健センター） 

（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）0567-28-5833 オンライン相談室を整備し、オンライン相談を実施します 

 感染症流行により外出自粛が求められる中、保健センター内にインターネット環境を整えた相談室を整備

し、相手の表情や様子を確認しながら相談に応じることの出来る「オンライン相談室」を開設します。 

また、来所された場合の直接対話においては、アクリル板を設置するなど感染防止対策を施したうえで相

談室を活用します。 

（事業概要） 

○ オンライン対応相談室の整備                 

防音壁への改修工事及びインターネット端末を設置し、オンライン

により安心して相談できる環境を整えます。 

感染症が流行し、外出・保健事業の自粛を行う場合においては、対

面による感染リスクを回避し、即時に市民の不安解消に応じるため業

務時間内においてオンライン相談を実施します。 

平常時においては、通常の保健事業や家庭訪問等を補完し、相談者

の移動なく相談に応じるツールとして市民サービスの向上につなげ

ます。 
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                予算額   １，４９８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育部 生涯学習課 

内線３６２、３６４ 

（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）0567-55-7137 「新しい生活様式」の下での文化振興事業を行います 

 「新しい生活様式」の下での市民への文化振興事業として、演奏会を開催します。また、出演者には地域の

演奏家を起用しフリーランスの活動を支援します。 

 

 

 

 

 

 

（事業概要） 

○ 文化芸術活動継続支援事業                

 演奏会を開催します。開催時には、来場者の健康確保に努め

ながら「新しい生活様式」の下での市民の文化振興を図りま

す。また、出演者には地域で活躍する演奏家を起用し、フリ

ーランスの活動を支援します。 

  開催に当たっての主な感染予防対策（予定） 

   ・入場者数を定員の半数程度に制限し、客席内の換気、

消毒を徹底します。 

   ・舞台と客席の間に十分な距離を取り、必要に応じて仕

切り板を設置します 

 

 


